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P r o f i l e

●
編
集
委
員

東
浩
紀
（
あ
ず
ま
・
ひ
ろ
き
）

一
九
七
一
年
生
。
東
京
工
業
大
学
世
界
文
明
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授
。
専
攻
は
哲
学
、
表
象
文
化

論
。
著
書
に
『
存
在
論
的
、
郵
便
的
』（
新
潮

社
）、『
郵
便
的
不
安
た
ち
＃
』（
朝
日
文
庫
）、

『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』『
ゲ
ー
ム
的
リ

ア
リ
ズ
ム
の
誕
生
』（
以
上
、
講
談
社
現
代
新

書
）、『
情
報
環
境
論
集
』（
講
談
社
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）、

『
自
由
を
考
え
る
』（
共
著
）、『
東
京
か
ら
考
え

る
』（
北
田
暁
大
と
の
共
著
、
と
も
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ブ
ッ
ク
ス
）
な
ど
。

北
田
暁
大
（
き
た
だ
・
あ
き
ひ
ろ
）

一
九
七
一
年
生
。
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環

准
教
授
。
専
攻
は
理
論
社
会
学
、
メ
デ
ィ
ア
史
。

著
書
に
『
広
告
の
誕
生
』（
岩
波
現
代
文
庫
）、

『
広
告
都
市
・
東
京
』（
廣
済
堂
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、

『
責
任
と
正
義
』（
勁
草
書
房
）、『〈
意
味
〉
へ
の

抗
い
』（
せ
り
か
書
房
）、『
嗤
う
日
本
の
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）、『
限

界
の
思
考
』（
共
著
、
双
風
舎
）、『
歴
史
の
〈
は

じ
ま
り
〉』（
共
著
、
左
右
社
）
な
ど
。

●
執
筆
者

浅
田
彰
（
あ
さ
だ
・
あ
き
ら
）

一
九
五
七
年
生
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
大
学
院

長
。
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課

程
中
退
。
専
攻
は
経
済
学
、
社
会
思
想
史
。
著

書
に
『
構
造
と
力
』（
勁
草
書
房
）、『
逃
走
論
』

（
ち
く
ま
文
庫
）、『
ヘ
ル
メ
ス
の
音
楽
』（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
）
な
ど
。

安
藤
馨
（
あ
ん
ど
う
・
か
お
る
）

一
九
八
二
年
生
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
特
任
研
究
員
。
専
攻
は
法
哲
学
。
著

書
『
統
治
と
功
利
』（
勁
草
書
房
）
で
は
、
功
利

主
義
の
吟
味
か
ら
今
日
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設

計
の
条
件
を
示
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
。
論

文
に
「
あ
な
た
は
「
生
の
計
算
」
が
で
き
る

か
？
」（『R

A
TIO

』
第
六
号
、
講
談
社
）
な
ど
。

磯
崎
新
（
い
そ
ざ
き
・
あ
ら
た
）

一
九
三
一
年
生
。
建
築
家
。
作
品
に
、
大
分
県

立
中
央
図
書
館
（
一
九
六
七
、
現
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
）、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
（
一
九
七
四
）、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
現
代
美
術
館
（
一
九
八
七
）、

ト
リ
ノ
・
パ
ラ
ホ
ッ
ケ
ー
（
二
〇
〇
六
）、
北

京
中
央
美
術
学
院
美
術
館
（
二
〇
〇
八
）、
深

圳
文
化
中
心
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
。
著
書
に

『
空
間
へ
』『
建
築
の
解
体
』（
鹿
島
出
版
会
）、

『
建
築
に
お
け
る
「
日
本
的
な
も
の
」』（
新
潮

社
）、『
磯
崎
新
的
訪
談
＠
中
韓
日
』（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
集
、
新
建
築
社
）
な
ど
。

宇
野
常
寛
（
う
の
・
つ
ね
ひ
ろ
）

一
九
七
八
年
生
。
批
評
家
。
企
画
ユ
ニ
ッ
ト

「
第
二
次
惑
星
開
発
委
員
会
」
主
宰
。
批
評
誌

『P
LA

N
E

TS

』
編
集
長
。
戦
後
文
学
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
ま
で
、
幅
広
い
評
論
活

動
を
展
開
す
る
。
著
書
に
『
ゼ
ロ
年
代
の
想
像

力
』（
早
川
書
房
）。「
母
性
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
」

（『
新
潮
』）「
教
室
の
中
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」（『
小
説

ト
リ
ッ
パ
ー
』）
な
ど
。

円
城
塔
（
え
ん
じ
ょ
う
・
と
う
）

一
九
七
二
年
生
。
小
説
家
。
東
北
大
学
理
学
部

物
理
学
科
卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
七
年
、「
オ

ブ
・
ザ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
で
第
一
〇
四
回
文

學
界
新
人
賞
受
賞
、
同
作
品
で
第
一
三
七
回
芥

tosyo
鉛筆
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川
賞
候
補
と
な
る
。
著
書
に『S

elf-R
eference 

E
N

G
IN

E
』『B

oy

‘s S
urface

』（
早
川
書
房
）、

『
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
』（
文
藝
春
秋
）
な
ど
。

河
野
至
恩
（
こ
う
の
・
し
お
ん
）

一
九
七
二
年
生
。
二
〇
〇
三
年
、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
大
学
院
比
較
文
学
部
博
士
課
程
修
了
。

上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
講
師
。
専
門
は
比
較

文
学
、
日
本
近
代
文
学
。
論
文
に “The 

R
hetoric of A

nnotation in M
ori O

gai ‘s 
H

isto
ric

a
l F

ic
tio

n
 a

n
d

 S
h

id
e

n 
B

iographies

“

（Journal of Japanese 
Studies, 32

:2

）な
ど
。
主
な
訳
書
に
、Hiroki 

A
zum

a, O
taku: Japan

‘s D
atabase  

Anim
als 

（U
niversity of M

innesota Press

）、

ア
ル
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ン
ト
『
自
由
の
樹
の
オ
オ

コ
ウ
モ
リ
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）
な
ど
。

鈴
木
謙
介
（
す
ず
き
・
け
ん
す
け
）

一
九
七
六
年
生
。
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
助

教
、
国
際
大
学
G
L
O
C
O
M
研
究
員
。
専
攻

は
理
論
社
会
学
。
T
B
S
ラ
ジ
オ
「
文
化
系

ト
ー
ク
ラ
ジ
オLife

」
メ
イ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
な
ど
。
著
書
に
『
ウ
ェ
ブ
社
会
の
思
想
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）、『
サ
ブ
カ
ル
・
ニ
ッ
ポ

ン
の
新
自
由
主
義
』（
ち
く
ま
新
書
）
な
ど
。

濱
野
智
史
（
は
ま
の
・
さ
と
し
）

一
九
八
〇
年
生
。
株
式
会
社
日
本
技
芸
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
。
専
攻
は
情
報
社
会
論
。
国
際
大
学

G
L
O
C
O
M
研
究
員
を
経
て
現
職
。
著
書
に

『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
生
態
系
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

ほ
か
。
論
文
に
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
生
成
力
」

（『
思
想
地
図
』vol.2

）
な
ど
。

原
武
史
（
は
ら
・
た
け
し
）

一
九
六
二
年
生
。
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教

授
、
同
付
属
研
究
所
所
長
。
専
攻
は
日
本
政
治

思
想
史
。
著
書
に
、『「
民
都
」
大
阪
対
「
帝

都
」
東
京
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）、『
大
正
天

皇
』（
朝
日
選
書
）、『〈
出
雲
〉
と
い
う
思
想
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
）、『
可
視
化
さ
れ
た
帝
国
』

（
み
す
ず
書
房
）、『
皇
居
前
広
場
』（
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）、『
滝
山
コ
ミ
ュ
ー
ン
一
九
七
四
』（
講

談
社
）、『
昭
和
天
皇
』（
岩
波
新
書
）
ほ
か
。

福
嶋
亮
大
（
ふ
く
し
ま
・
り
ょ
う
た
）

一
九
八
一
年
生
。
文
芸
批
評
家
、
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
。『
ユ
リ
イ
カ
』
に
て
「
神

話
社
会
学
」
を
連
載
。
論
文
に
「
物
語
の
見
る

夢
」（『
思
想
地
図
』vol.1

）、「
自
然
・
批
評
・

祈
り
」（『
波
状
言
論
』
16
・
18
号
）、「
快
楽
装

置
と
し
て
の
身
体
」（『
早
稲
田
文
学
1
』）
な
ど
。

藤
村
龍
至
（
ふ
じ
む
ら
・
り
ゅ
う
じ
）

一
九
七
六
年
生
。
建
築
家
。
藤
村
龍
至
建
築
設

計
事
務
所
主
宰
。
東
京
理
科
大
学
、
首
都
大
学

東
京
、
日
本
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。
作
品
に

《B
U

IL
D

IN
G

 K

》《U
T

S
U

W
A

》
ほ
か
。

RO
U

N
D

ABO
U

T JO
U

RN
AL

な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
積
極
的
に
行
う
。
編
著

に
『
1
9
9
5
年
以
後
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）。

宮
台
真
司
（
み
や
だ
い
・
し
ん
じ
）

一
九
五
九
年
生
。
社
会
学
者
。
首
都
大
学
東
京

教
授
。
専
攻
は
理
論
社
会
学
（
社
会
シ
ス
テ
ム

理
論
）。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
（
社
会
学
博
士
）。『
幸
福
論
』

（
共
著
、
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
）、『
14
歳
か
ら
の

社
会
学
』（
世
界
文
化
社
）、『
日
本
の
難
点
』（
幻

冬
舎
新
書
）
な
ど
。

tosyo
鉛筆


